
平成２０年度 第１回豊田市商業振興委員会会議録 
 
 

【日 時】 平成２０年５月２６日（月） 午後１時３０分～５時００分 
 
【場 所】 豊田市役所 南庁舎５階 南５３会議室 
 
【出席者】 〈委員〉 
       加藤 勇夫 〔愛知学院大学商学部客員教授〕 
       河木 照雄 〔豊田商工会議所副会頭〕 
       杉戸 厚吉 〔社団法人地域問題研究所計画部長〕 
       浅井 良隆 〔ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞｵﾌｨｽ アット・ドリーム代表〕 
       澤田 恵美子〔豊田市消費者グループ連絡会会長〕 
       福岡 朋子 〔愛知教育大学 学生〕 
      〈事務局〉 
       関  範夫 〔豊田市産業部長〕 

鈴木 辰吉 〔豊田市産業部商工担当専門監〕 
       宮川 龍也 〔豊田市産業部商業観光課長〕 
       清水 章  〔豊田市産業部商業観光課係長〕 
       小林 洋明 〔豊田市産業部商業観光課主査〕 
       安川 佳孝 〔豊田市産業部商業観光課主事〕 
      〈傍聴者〉 
       なし 
 
【次第】  １ 開 会 

 
２ 会議の公開及び本日の審議スケジュールについて 
 
３ 委員長あいさつ 
 
４ 審議事項 
（１）商店街活性化計画の更新について 

・桜町本通り商店街振興組合        （資料１） 
（２）商業活性化推進３ヵ年計画(H20～22)について 

・足助商工会               （資料２） 
（３）商業活性化推進３ヵ年計画(H17～19)の実績報告について 

・豊田まちづくり株式会社         （資料３） 
（４）商業活性化推進３ヵ年計画(H20～22)の更新について 

・豊田まちづくり株式会社         （資料４） 
（５）商店街活性化計画について 

         ・永覚新町商店街振興組合         （資料５） 
 
５ その他 
 
６ 閉 会 
 



【会議録（要約表記）】 
 
１ 開会 
   事務局より、平成２０年度第１回豊田市商業振興委員会の開会の宣言が

行われた。 
 
 
２ 会議の公開及び本日の審議スケジュールについて 
   事務局より、資料の確認、傍聴人数、審議スケジュールについて説明が

行われた。 
 
 
３ 委員長あいさつ 
  加藤委員長よりあいさつが行われた。 

 
 
４ 審議事項 
（１）商店街活性化計画の更新について 

・桜町本通り商店街振興組合 
桜町本通り商店街振興組合 市古代表理事、鈴木理事、杉本理事より、資料

１「桜町商店街振興組合 第２期商店街活性化計画」に基づき内容説明を行い、

認定の際に参考とする意見を委員からいただいた。 
【主な質疑応答】 
委 員 八日市に力を入れているようだが、人を集まっても個店の売上につな

がっているのか。ここに店があることを知らせるだけでも違うが、個店へ引

き込むような工夫がほしい。新しく出来た近隣マンションの入居者を引き込

む工夫も必要。 
桜 町 １３０世帯くらい。リタイアされた方が多く、歩いて散策することが

多いと思われる。高校生も通学で通るので、コミュニケーションを図ってい

きたい。 
委 員 第１期計画でハード整備は完了したが、店舗経営、営業力強化の部分

で満足いかなかった。これは商業活性化において一番難しい部分。目標設定

は数字を達成することではなく、数字を目指して繰り返しみんなで考えるこ

とが重要。第１期計画で、２店舗が計画前と比べて１０％以上売上が伸びた

とのこと。その２店舗と他の店舗との違いは何かそれをみんなで考えること

が必要。商店街で売上を伸ばすには固定客、ファンの確保が必要となる。ど

のように増やしていくか。商店街全体のファンとするか、個店ごとのファン

とするのか、商店街としては難しいかもしれないが、少なくとも個店ごとに

は目標設定して、数値に照らし合わせながら何が足りないのかを考えていか

なければいけない。目標数値は単なる手段として定期的に考えることが大事。 
委 員 よく通る。歩きやすい。ただあまり歩いていない。商店主も歩く人も

高齢化している。そういう方がターゲットになるのでは。女性は宣伝しなく

ても口コミで広がる。 
委 員 消費者や学生を集めての懇談会をするのも良いのでは。商店街に何が

求められているのかが良く分かる。アンケートでは選択肢にあるものに限ら

れる。 



委 員 学生はどれくらい通るのか。 
桜 町 １日１００名くらい。 
委 員 学生が立ち止まるきっかけがあると良い。図書館等で勉強する学生も

多い。商店街にも勉強できるスペース等があるとおもしろいのでは。 
桜 町 商店街には安全のイメージがある。通ってもらえることが大事。 
委 員 TCCM で店舗経営の評価・指導の仕組みを作っていきたい。 
事務局 焼きそば、おでん、カキ氷などがあると学生は寄る。お年寄りが多い

のであれば、健康道路みたいなものができると面白いのでは。桜町という名

にちなんで県内桜町商店街サミットみたいなものも面白いと思う。 
委 員 桜町通りはきれいになった。これで竹生線、桜城址公園がきれいに整

備されるとつながりができ、回遊が出てくる。タイミングを計って業種転換

等も考えていかなくてはならない。 
委 員 フラワーポットは個店で管理しているのか。それを地域の人に管理し

てもらうというかたちにすると回遊も出てくる。将来３年間の努力を期待し

て、委員会として当計画の認定は妥当であると考える。 
 
（２）商業活性化推進３ヵ年計画（H20～22）について 

・足助商工会 
足助商工会 宇井会長、柴田経営指導員より、資料２「足助商工会 平成 20

年～22 年商業活性化推進交付金事業（３ヵ年計画）」に基づき、前回の商業振

興委員会で課題をいただいた部分を中心に内容説明を行い、認定の際に参考と

する意見を委員からいただいた。 
【主な質疑応答】 
委 員 TCCM と上手く連携して、中心市街地と足助の情報等を共有しながら

実施していくと面白いのではないか。 
委 員 地元の人はまちなみについてどう思っているのか。興味の対象となっ

ているのか。 
足 助 住むには不便。でも活かしていくことが大切で義務だと思っている。 
委 員 店舗の力では豊田の中心部に負けてしまう。買物以外でまちへ行きた

いと思わせる部分がまちなみということか。そのきっかけのためのイベント

として実施できるのであれば良いのでは。 
足 助 足助で生まれ、当時は栄えたまちであった。昔懐かしいまちなみがそ

のまま残っているので上手く使っていきたいという意識は、商店街にある。 
委 員 足助のまちなみ観光は一定の成果を上げているが、それ以上にはなか

なか進んでいかなかった。そのきっかけとして、まちなみイベントを上手く

活用し、地元の人の懐かしさを駆り立てて、地元の人が主人公になるような

イベントにしていければ、まちなみプラス違った魅力で足助を訪れるように

なるのではないか。１年目、２年目、３年目でステップアップするよう進め

て欲しい。 
委 員 足助の人がわが町を誇れることが大事。 
委 員 足助はイベントを上手に行っている。ただ商店街まで人が入っていく

か。入っていくとおもしろいと思う。商店街も面白いということをもっと

PR していくことが必要では。 



委 員 足助の観光は手作りで成功してきた。商店街の個々の店まで広がって

いくと良い。 
委 員 外から人を呼ぶことも大事だが、地域内の意識を高めることも大事。 
事務局 合併後、市からも様々な課の事業が入っている。いきなり金が入りす

ぎて、自分たちを見失わないように進めていただきたい。 
委 員 委員会として当計画の認定は妥当であると考える。 
 
（３）商業活性化推進３ヵ年計画（H17～19）の実績報告について 

・豊田まちづくり株式会社 
豊田まちづくり株式会社 深津取締役、杉本部長より、資料３「豊田まちづ

くり㈱ 第１期（平成 17～19 年度）商業活性化推進交付金事業の報告」に基

づき内容説明を行い、委員から意見をいただいた。 
【質疑応答】 
委 員 強調したい事業はあるか。 
まちづくり 全ての事業を平行的にやってきたことで、結果が出てきている。

ある事業を強調するというのは難しい。 
委 員 成果は出てきている。あとは面としての集積、店舗数が増えているの

か、各個店の売上まで伸びているか、そこまでになれば大成功。その辺りが

次期課題ではないか。 
委 員 以前より中心市街地に人が増えてきている。 
委 員 明るくて歩きやすくて良いと思う。 
 
（４）商業活性化推進３ヵ年計画（H20～22）の更新について 

・豊田まちづくり株式会社 
豊田まちづくり株式会社 深津取締役、杉本部長より、資料４「中心市街地

の活性化 ～豊田まちづくり㈱ 第２期商業活性化推進交付金事業（３ヵ年計

画）」に基づき、前回の商業振興委員会で課題をいただいた部分を中心に内容

説明を行い、認定の際に参考とする意見を委員からいただいた。 
【質疑応答】 
委 員 大型店の効果は見えてきているが、商店街の効果が見えてこない。し

かし、そこは商店街の自助努力の問題。街へ呼ぶ仕掛けをし、個店への呼び

込みは自助努力でしてもらう。経営者の意識が変わることが大事。 
委 員 投入された力を上手に使ってやれるところとやれないところの２元化

している。 
まちづくり 商店街が自主的に運営していくよう仕向けていく。 
委 員 全てを豊田まちづくり株式会社が中心に実施できわけではない。大事

なのは商店街へ指導した後に、その商店街のリーダーが中心になって自分た

ちで進めていけること。活性化計画を策定した商店街は、そのリーダーが育

ってきている。 
委 員 チャレンジショップについて、現在の場所を空け渡すということだが

想定している場所はあるか。目立つところが良い。 
まちづくり 場所は検討中。商売は面白いと思わせることが大事。 
委 員 商店街のテナントミックスは難しい。核となる魅力がある店を作り、

それが集積してテナントミックスが成功する。その核となる店と顧客をどう

つなげるか。店を歩いて気に入ったものを買う人と、買いたいものを目指し



て店に来る人がいる。老舗には固定客しか来ない。固定客＝ファンを作る場

合の情報提供の仕方は違う。幅広く薄くではなく、一つ一つの魅力を深く情

報提供する方法が必要。１０人程度を対象に個店を回りながら魅力を伝える

「商店街ツアー」の方法が良いのでは。１回辺りの人数は少なくても何度も

繰り返すことで効果が出る。マーケティングも大事。成功している店と成功

していない店の違いをきちんと考えていくことが必要。商店街を越えて勉強

したい人が研鑽する場として商業塾を行うなども検討してみては。イベント 

について、まちの顔になるイベントというのは、何度も繰り返して実施する

ことでイメージが定着する。 
委 員 商業活性化にすごいお金が使われているが、それが消費者とどう結び

ついているかが分かりにくい。机上論に感じられる部分もある。分かりやす

くならないか。 
委 員 まちなかサロンとはどのようなものを考えているのか。 
まちづくり まちの方々の集会や１００人規模の発表会ができるようなもの作

りたいと考えている。まちの動きがすぐ分かるようなサロンにしたい。 
委 員 市民中心のまちなかサロンになるよう多くの意見を取り入れながら進

めて欲しい。 
委 員 豊田スタジアムにサッカーを見に来る客をどうまちなかに惹きつける

かも考えなくてはいけない。 
委 員 まちなかの飲食店にはかなり波及してきている。ただ物販には結びつ

きにくい。雨が降れば傘やカッパを売るなどの少しずつ商売人の意識もイベ

ントを上手く利用しようと変わってきている。 
委 員 委員会として当計画の認定は妥当であると考える。 
 
 
（５）商店街活性化計画について 

・永覚新町商店街振興組合 
永覚新町商店街振興組合 松永理事より資料５「永覚新町商店街振興組合 

商店街活性化計画」に基づき内容説明を行い、認定の際に参考とする意見を委

員からいただいた。 
【質疑応答】 
委 員 商店街の連帯性よりも個店の活性化に重きを置き、個店の活性化によ

り商店街の魅力を高めていく計画。 
永覚新町 毎年恒例のふれあい夏祭り等で組合員の絆は強いし、ふるさとのま

つりとして認知されている。 
委 員 地域の方と意思の疎通を図り、街を盛り上げることも大事だと思う。 
委 員 逸品のテーマは決まっているか。若者向けとか健康志向とか。 
永覚新町 地域の文化、伝統みたいな商店街を象徴するようなイメージに合わ

せられると良いと思う。 
委 員 逸品商品作りをすれば必ず商店街の魅力が上がるわけではない。おも

てなしのこころなど、商店主の意識も変えていくことが大事。イルミネーシ

ョンの充実とはどういったことを考えているのか。 
永覚新町 スペースや街路樹等も無く通り全体に設置ができないので、１箇所

に固まってしまうが、歩く人には好評で商店街のアピールにはなっている。

そのイルミネーションを増やしていきたい。 



委 員 通りを歩いてもらいたいのに、イルミネーションを１箇所に固めると

いうのはどうか。手作り市の手作りの基準、豊田らしさとは何か明確にした

ほうが良い。 
委 員 地域ニーズに合ったサービスを展開する必要がある。固定客が多いな

らば、その方たちを対象にした特典を考える必要がある。例えば何回か利用

するとクーポン券を渡すなど。商店街共通で実施するのは難しいかもしれな

いが。 
委 員 何もないところはでっちあげで作ってしまうという手もある。「永覚

＝永く覚える」ということで、知恵授けのようなものとか。 
委 員 逸品商品は１回作ったら終わりではない。次から次へと続けていく必

要がある。絶えず考えていくことが大事でそれが魅力作りにつながる。店が

閉まっている時間に夏祭りやイルミネーションをしても意味がない。ぜひイ

ベント中は、夜間の営業時間の延長も考えて欲しい。 
事務局 逸品商品を考える過程で魅力作りのアイディアも出てくると思う。地

域貢献など、思いが伝わるシンプルで身の丈にあった計画で良いと思う。 
委 員 委員会として当計画の認定は妥当であると考える。 
 
 
５ その他 
（１）中心市街地活性化基本計画について 

事務局より現在の進捗状況を情報提供した。 
 
（２）がんばる商店街応援プラン平成１９年度実績について 
事務局より報告資料に基づき情報提供した。 

 
（３）商店街団体の解散を検討している団体が続出する現状について 
事務局より組合解散を検討している団体が続出している現状を情報提供した。 

 
 
６ 閉会  
事務局 長時間に渡り、活発にご審議をいただきありがとうございました。説

明に来た商店街の方々も、先生方のご意見を基に自助努力をしながら活性化

計画を推進し、ぜひ他の商店街の模範となってほしいと思います。 
 
今後の予定 

    第２回商業振興委員会開催予定日 平成２０年９月３０日（火） 
    第３回商業振興委員会開催予定日 平成２０年３月１７日（火） 
 

 以上 


